
はだの議会だより〘7〙令和 4 年（2022 年）2 月13日（日）  第 243号

採
決
の
結
果

創和会 自民党・
新政クラブ

市民
クラブ 公明党 自民党

秦野
日本
共産党 無所属

福
森
真
司

横
溝
泰
世

諸
星
　
光

阿
蘇
佳
一

谷
　
和
雄

原
　
　
聡

川
口
　
薫

風
間
正
子

小
菅
基
司

大
野
祐
司

八
尋
伸
二

野
々
山
静
香

山
下
博
己

横
山
む
ら
さ
き

中
村
英
仁

今
井
　
実

高
橋
文
雄

相
原
　
學

佐
藤
文
昭

露
木
順
三

吉
村
慶
一

木
村
眞
澄

古
木
勝
久

伊
藤
大
輔

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長（採決には加わりません）　　○：賛成　●：反対

第２回（12月）
臨時会

議案第83号　令和３年度秦野市一般会計補正予算
（第12号）を定めることについて▲

採決の結果
　本会議　原案可決（賛成全員）

▲

補正予算の概要新型感染症対策として、国の経済対策と本市の独自
施策に係る補正予算を審議するため、第２回 (12
月 )臨時会が12月 21日（火）に開催されました。

広告の媒体：はだの議会だより
　　　　　 （年４回、各58,000部発行）
広 告 規 格：縦4.7㎝×横10.5㎝
掲　載　料：１枠につき１回20,000円
申 込 方 法： 議事政策課へ連絡の上、
　　　　　　申込書を提出してください。

広 告 募 集 中

※詳しくはHPをご覧になるか、議事政策課
 （☎0463-82-9652）までお問い合わせく
　ださい。

第８回議会報告会において各団体と意見交換を実施！

「在宅医療と介護の連携に関す
る現状と課題などについて」を
テーマに意見交換

　団体からは、「※級地区分の
改善について国に働きかけをし
てほしい」、「シルバーカーや歩
行器で安全に歩けない場所があ
る」などの意見がありました。

在宅医療と介護の連携における関係団体

文教福祉常任委員会

※学生団体Ｅ4 総務常任委員会
イーフォー

交通事業者 環境都市常任委員会

「若者の地元愛の醸成を図るため
の課題などについて」をテーマに
意見交換

　団体からは、「駅周辺などの身
近なところで、学生たちが語り合
え、さまざまな地元の情報を知る
ことができる環境の整備をしてほ
しい」などの意見がありました。

「交通事業者が現在抱えている課
題及び今後取り組んでいきたい事
業などについて」をテーマに意見
交換

　団体からは、「市内観光地につ
いて、ＰＲを含めて整備を行うこ
とで集客につなげてほしい」、「乗
務員不足が課題」などの意見があ
りました。

じょうせい

きゅうち

秦野曽屋高校で出前講座を開催

　令和３年11月 25日（木）に、議会局と選挙
管理委員会事務局の職員が県立秦野曽屋高校に
出向き、高校３年生の生徒に向けて「選挙と議
会のしくみ」についてお話ししました。
　議会の役割や４年１月から導入した通年会期
制について説明を行い、生徒の皆さんから「議
会のことを全く知らなかったので、知識が増え
て良かった」、「選挙で選ばれた議員がどのよう
な仕事をしているのかを知ることができた」、
「議会を傍聴できることが分かったの
で、機会があれば傍聴に行ってみた
い」といった声をいただきました。

　市の仕事が公正かつ適正に行われているか
について、議会とは異なる立場
からチェックをしています。
　市議会議員から１人を選出し、
現在は横溝泰世議員が務めてい
ます。

会派の一部に変更がありました
会派一覧

（○会派代表）

創和会
（６人）

〇福森真司　　原　　聡
　谷　和雄　　阿蘇佳一
　諸星　光　　横溝泰世

自民党・新政クラブ
（３人）

○川口　薫　　小菅基司
　風間正子

市民クラブ
（３人）

〇大野祐司　　野々山静香
　八尋伸二

公明党
（３人）

○山下博己　　中村英仁
　横山むらさき

自民党秦野
（３人）

○今井　実　　相原　學
　高橋文雄

日本共産党秦野市議会議員団
（２人） ○佐藤文昭　　露木順三

会派に所属しない議員
（４人）

　吉村慶一　　伊藤大輔
　古木勝久　　木村眞澄

のギ カ イ ギ モ ン
監査委員って何をしているの？

令和３年11月５日付けで結成された「自民党」は、令和３年12月22日付けで「自民党秦野」に改称しました。会派の表記について

　第８回目の議会報告会は、本市議会の取り組みや令和３年
９月第３回定例会の主な質疑などを報告する議会報告に加え、
各常任委員会の所管事項に関係する団体を招き、団体との意
見交換を実施しました。
　今回は若い世代などを中心とした多様な団体との意見交換
を行い、さまざまな意見をいただきました。
　いただいた意見は、必要に応じて市に対し働き掛けを行っ
ていきます。

住民税非課税世帯や子育て世帯への支援金
を給付するための補正予算などを可決
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※級地区分…国家公務員の地域手当や介護保険費用の配分に用いる地域区分など、地域間における物価や人件費などの差を調整するために設けられた区分
※学生団体E4…秦野青年会議所が主催した「秦野高校生議会2018」の参加者有志が中心となって立ち上げた高校生団体。Eager（熱心に）、Enjoy（楽しく）、Effort（努力）、Effect（影響）の頭文字を表している

用語解説

【本市独自の支援策】

◆地域経済を守る施策（4,186万３千円）
　地域経済回復の下支えを図る地元お食事・お買物応援事業につ
いて、予定を超える申し込みがあったため、追加のクーポン券を
発行

【国の緊急経済対策】

◆日々の暮らしを守る施策（32億4,282万８千円）

①福祉臨時特別支援事業費
　経済的に厳しい状況に置かれている住民税非課税世
帯などに対し、１世帯当たり10万円の現金を給付 詳しくは

こちらから

② 子育て世帯等臨時特別支援事業費
　高校生までの子どもがいる世帯に対し、子ども１人
当たり10万円の現金を給付 詳しくは

こちらから
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